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目的 

本セミナーは、社会福祉施設職員及び介護サービス事業所職員等を対象に、職員の

防災意識の高揚並びに災害時要援護者対策の充実を図ることを目的に開催する。 

テーマ「福祉事業所における BCP 策定」 

BCP（Business Continuity Plan＝事業継続計画）とは、災害など緊急事態が発生

したときに被る損害を最小限におさえつつ中核業務を継続させたり、早急に復旧させ

るために、平時から行う活動や、緊急時の行動をまとめた計画である。 

福祉事業所にとって BCP は、利用者の安全確保と安否確認、事業所の経営安定、福

祉避難所の早期開設などのために必要であり、今回は、大阪の先進例に学び、事業所

と地元地域の災害リスク低減に資することをねらいとして開催した。 

実施概要 

日 時：平成２８年２月５日（金） １３：００～１６：００ 

会 場：名古屋市高齢者就業支援センター ５階大会議室 

対象者：名古屋市内の福祉施設・福祉サービス事業所職員など 

申込者：９９名（キャンセル：４名、当日欠席：１０名） 

参加者：８５名 

事務局：社会福祉法人ＡＪＵ自立の家 わだちコンピュータハウス 

〒466-0025 名古屋市昭和区下構町 1-3-3 

TEL 052-841-9888  E-mai bousai@aju-cil.com 



3

プログラム 

13:00～13:05 開会挨拶・趣旨説明

13:05～14:20 

第１部：講演 

演題 大規模災害時における福祉サービス事業所の 

事業継続計画(BCP)について 

講師 八幡隆司 氏

14:20～14:30 休憩・舞台転換

14:30～15:45
第２部：グループワーク 

大規模災害が発生したらどうなるか？

15:45～16:00 名古屋市からのお知らせ・閉会挨拶

16:00 閉会
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開会挨拶 

黒坂貴光 名古屋市健康福祉局総務課調査統計係長 

本日はお忙しい中セミナーにお集まりいただきまして有難うございます。 

このセミナーは平成 16 年から行っているわけですが、平成 23 年に東日本大震災が

起きてから今年５年目を迎えました。その間にも日本各地で大きな災害が発生してお

り、昨年は関東の方で鬼怒川が決壊するなどの災害が起きました。名古屋市において

は最近大きな災害が発生しておりませんが、近年危惧されております南海トラフの巨

大地震が近い将来発生する可能性が高いといわれ、災害に対する対策が求められてい

るところです。 

名古屋市では震災対策都市計画を昨年度策定いたしまして、平成 30 年度までに必

要な取り組みを実施する計画を立て、健康福祉局を含めて取り組んでいます。そうし

た中で特に福祉施設におきましては、発災時に利用者の方の安全を確保すること同時

に、福祉サービスを速やかに提供することが大切になってきます。 

今日の研修では特に福祉施設で必要なＢＣＰ（事業継続計画）について学んでいだ

たきたいと思います。今回は社会福祉法人ＡＪＵ自立の家に業務を委託し、ＮＰＯ法

人ゆめ風基金の八幡隆司氏の講演、またグループワークを実施することにいたしまし

た。今回の研修を通じて学んだことを是非施設に持ち帰っていただき、今後の防災対

策に役立てていただければと思います。 
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第１部：講演（概要） 

演題：福祉サービス事業所とＢＣＰの実際 

講師：八幡隆司 氏（特定非営利活動法人ゆめ風基金 理事） 

ゆめ風基金とＢＣＰ 

はじめまして、ゆめ風基金の八幡と申しま

す。ゆめ風基金と申しますのは阪神淡路大震

災の時にできた団体です。当時、障害者団体

が支援を行っていまして、これは長期にわた

ると考え、１月に災害発生してから５月にゆ

め風基金が立ち上がりました。 

全国からお金や人やモノや、さまざまな支

援を受けておりました。恩返しをしたいと思

い、阪神間の支援にかかわらず次に災害が起

こったら支援にいこうと話しておりました。

最初の５年位はまだ災害が少なかったので

すが、最近は災害が毎年のように起こってい

ます。昨年の鬼怒川決壊もそうですが、いま

百年に一度の大雨が日本中のどこかで毎年

降っている状態で、豪雨災害が増えています。

また火山噴火も多い。火山があるということ

は地震もある。地震保険料の安い福岡も例外

ではなくなった。 

ゆめ風基金は、当初災害が起こってから障

害者を助けに行くことをやっていました。10

年目の中越地震で分かったのですが、あの時

も障害者が避難所に行けないのです。支援を

必要とする人が避難所に行けないというこ

とがわかりました。これをきっかけに防災・

減災に取り組むようになりました。 

東日本大震災は平日の昼間に起こりまし

た。宮城県では３月末時点で 112 か所の福祉

避難所がありましたが、日頃から事業所がど

う備えておくかが気になりまして、一昨年あ

たりから大阪方面で BCP 研究会を始め、福祉

サービスを提供する施設や事業所そのもの

が普段からどう備えておくかというような

勉強会をやっております。今日はそのことを

お話します。 

BCP はあまり聞き慣れないことばです。

Business Continuity Plan という分かりに

くい表現ですが、私はむしろ SCP（Service 

Continuity Plan）の方がしっくりくると思

います。BCP は企業で以前から取り組まれて

いて、新潟の地震では、阪神・淡路の教訓か

らコンビニエンスストアなどが大量に物資

を供給するようになりました。東日本でもす

ぐにプレハブのコンビニが建てられ、食べ物

が優先的に供給されました。 

福祉事業所としてのＢＣＰの必要性 

しかし倉庫にストックした物資を供給す

ればよいのと違って、福祉事業所は人間がす

べてです。高齢者にしても障害者にしてもヘ

ルパー派遣の事業所が多い。 

ヘルパー派遣で外出中に災害が起こった

らどうするか。避難場所はどこか。ヘルパー

自身も電話が通じなければどうするか。いつ

までサービスを行うのか。こういう時に事業

所として取り決めがあるのかないのかが問

題になります。 

福祉事業所としてなぜ BCP が必要か。１つ

には利用者の安全を確保する意味です。もう

１つは事業所の経営面において、いま介護保

険にしても、総合支援法の事業所にしても、

お金の入り方は日銭計算です。サービスを止

めるとお金が入らないため、小さな事業所で
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は運転資金が不足し、災害後に資金で行き詰

まり倒産する場合も出てきます。３つ目は福

祉避難所の問題です。入所系施設に関しては

備蓄品があり、３日分の食料などは備えてあ

ります。通所系では備蓄品がけっこうないの

です。東日本のように平日に災害が起こった

場合には利用者が帰れない状況があり、その

まま福祉避難所になってしまうケースもあ

るので、福祉避難所をどう立ち上げるかとい

うことも考えなければいけません。 

福祉事業所アンケートから 

大阪の福祉事業所でアンケートを取りま

した。障害者施設だけですが、「備えがあり

ますか」の問いに、ある程度備えているが４

割で、３分の２近くはあまり備えていない、

ほとんど備えていない。複数回答ですが、

水・食料を備えているのが３分の１くらい、

準備している所はいろいろ備えているので

すが、備えていない所が圧倒的に多い。災害

対応マニュアルをつくっているところはあ

るが、まだ BCP までは行っていない。その他

としては特に「薬の処方箋のコピーを事業所

で保管」。いろんな方が薬を使っているので

処方箋があれば薬を手に入れやすいからで

す。 

一人暮らしの障害者は７割程でした。10

人未満の事業所が大半なのですが、ライフラ

インが止まった時の支援に自信がない。不安

がある事業所が約７割。災害時の対応につい

て話し合ったことがあるのは半分。半数の所

は話していません。大規模災害に備えた訓練

も実施しているのは 20％、防災訓練をして

いるのは 42％、防災訓練は元々施設として

しなければならないとなっています。大規模

災害に対応した避難訓練はおおむねやって

いる。相談事業もあるので、（通所・入所系

では）実質的にはパーセンテージが上がると

思います。訓練をしていない所が 24％。と

にかく大規模災害に備えて訓練を実施して

いるのが２割しかないというのが問題です。

大規模災害が起きれば事業所が福祉避難所

になることにおいて３分の１は利用者の避

難ができるが、半数はできないと答えていま

す。では平日の昼間に災害が起こった場合は

どう対応するのか。物は備蓄できるが、人は

備蓄できないので近隣の人の力は頼りにな

ります。普段から交流をしているは６割位あ

るが、イベント参加のような形が主で、本当

に地域の人が助けてくれるかどうかの確信

までは持っていないのが現状です。 

BCPまたは防災マニュアルを作成しようと

しているのは備蓄品と同様の３～４割です

が、これから作成しようと思う所が結構多く

あります。このあたりのお手伝いを私たちが

何とかできないかと考えているところです。

実際には業種別 BCP 策定状況は福祉施設に

おいては４％と他業者に比べ 10 分の１です。

まさに我々福祉業界の人間が一番 BCP を策

定していないのが分野別でよく分かる。そう

いうことを踏まえまして BCP の必要性があ

ります。 

要援護者目線のＢＣＰを 

BCPについてあちこち本を探して勉強した

が何かしっくりきませんでした。しっくりこ

ない一番の理由はマニュアルの多くが入所

施設を中心に書かれているからです。入所施

設というのは BCP を作っているかいないか

に関わらず、災害対策はまだ一番できている

ところです。むしろ通所の方がまだできてい

ない。もう１つ気になるのが事業者としてど

う取り組むかという目線ばかりで、利用者か

らの目線が足りないのではないか。例えば児

童デイというサービスについては、事業者目

線から見たら休止してもいいのではないか
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と思われるが、実はそうではない。障害児の

みなさんは学校が休みになると非常に困っ

てしまうのです。避難所にも行けない。僕の

知る限りでは新潟でも非常に困っていまし

た。ふだんは放課後だけですが、発災後は朝

からずっと利用していた。しかも週３日だっ

た人が５日間利用するんです。東日本でも同

じような状況がありました。事業所的には優

先順位は低いが、利用者側からすると継続要

請の順位は高いということになります。 

２番目に、ある一人暮らしの高齢者・障害

者は結構昼食を通所施設で食べるので、ヘル

パーが来なくても大丈夫なようになってい

るが、これで通所施設が休みになると普段使

っていない昼間にもヘルパーが要る。そう考

えると通所施設が単に休んでいいかという

と、実際利用者も状況によって全然違ってく

る。家族がいらっしゃる方はなんとか家族と

一緒にできるかもしれないけれども、一人暮

らしのことを考えるととんでもない状況に

なります。 

ＢＣＰの有無で復旧期間が決まる 

BCP としては、最初安全確認や消火活動を

するのは当たり前で、次の状況確認は被害状

況を把握する、対策本部を設置する。ここま

では皆ある程度予想されることなのですけ

ど、その後の仮復旧までどの程度なのか。３

日なのか、１週間なのか、２週間なのか。BCP

を作った場合と作っていない場合とでは復

旧までの期間がまったく変わってきます。 

例えば災害が発生してしまうと、多くの職

員が出勤できない。場合によっては施設長そ

のものが出勤できないという場合もありま

す。 

福祉避難所協定について 

いま全国で福祉避難所協定というのがす

ごく流行っています。東日本大震災の前は３

割に満たなかったと思うが、今は６割、７割

と協定が結ばれている。その多くは特養なの

です。半分ぐらいは特養が占めます。特養が

福祉避難所協定を結ぶというのは、おそらく

職員が全員いるという考えに基づいている

のではないかと思います。 

私が元勤めていた大阪市城東区というと

ころで福祉避難所についての聞き取り調査

をしました。特別養護老人ホームとか老人保

健施設など入所施設を中心に聞き取り調査

をしました。すると福祉避難所協定を結びた

くないという施設が大半だったんです。結ん

でもいいというのは 12、13 か所のなかで１

か所でした。 

なぜ福祉避難所協定を結びたくないか理

由を尋ねました。大阪も愛知も同じような状

況だと思う。２階、３階に特養がある。そこ

に入所施設とか特養に 100 人ぐらいいる。１

階が定員 30 人とかのデイサービスになって

いる。高齢者の方は毎日通うわけではない。

週に２日利用とか３日利用がせいぜいです

から 30 人定員と言っても登録されている方

は 50、60 人いる。それから特養にベッドが

５つほど空いていて、ショートステイ枠でベ

ッドはショートステイで５つぐらいだけど、

登録されている方は 50 人、100 人とかそう

いう数になる。そうすると１つの入所施設で

100 人の入所施設だといっても利用者は 300

人とすごい数がおられる。 

災害が起こると職員が出勤できない。たと

えば小学校低学年や保育所に通う子どもが

いると、学校が休みになれば子どもの面倒を

見なければいけない。家に高齢者がいると介

護もしなくてならない。自分の家が壊れたら

それどころではないかも知れない。 

そんなふうで職員が極端に減った場合に

はどうなるのか。100 人の入所施設のローテ
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ーションで夜間は４人位です。全員揃ってい

る前提でやっと廻している状態です。職員が

不足すると夜間に４人も配置できません。ま

してや安否確認など、普段していないことを

するのだからますます人手不足です。施設は

広さ的には充分ですが、近隣の知らない高齢

者を受け入れることになる。「受け入れなん

てできません」が本音で、「むしろ私たちの

方が人手を借りたいくらいだ」と言われまし

た。これが実態だと思うんです。 

聴き取り調査で１か所だけ協定を結んで

よいと答えたところは、全国ネットの病院経

営のところで、人の手配は全国から呼び寄せ

て何とかできる。これが現実なのに、福祉協

定をどんどん結んでいることは、自分の所だ

けは被災しないという前提ではないでしょ

うか。実際に災害の真っ只中で福祉避難所に

なり得るのかどうかはよく考えなければい

けない問題です。 

施設が倒れて備蓄品が使えない、原発のよ

うに立ち退かなければならない、現金がない、

サーバが使用できない、など。 

BCP策定において職員が不足する場合の対

応として、入所施設は絶対に止められないと

か、サービス事業のなかで重要業務を選定し

て優先順位を決める。たとえば相談事業をし

ている事業所は相談が殺到するので対応す

るには人手が足りない等、想定する緊急事態

のなかで難しい事から考えておく。またライ

フライン復旧のタイムスケジュールを設定

しておくことが重要です。 

マニュアル作成は要点だけにしてできる

だけ簡単な物にするのがよいと思います。む

しろ訓練によって徐々に備えていく方がよ

い。また最低限必要な事だけにしてハードル

は低くしておくのです。 

実際には職員が一番問題です。職員の普段

の通勤時間や世帯構成（子どもや介護が必要

な人がいるか等）、発災時から 24 時間以内に

参集できそうな人数の把握をしておくこと

が大事です。 

それから、業務影響分析表。業務を中断し

た時に、利用者にとってどれだけ迷惑になる

かをチェックします。入所事業は休止できな

いが、通所事業は休止しても仕方がない。ヘ

ルパーサービスの場合は必ず行かねばなら

ない利用者から始まって、サービスが完了す

るまで頑張ることを決めます。 

また福祉避難所は即座に開かなければな

らない事態になります。業務の仕方は工夫す

る必要があります。代替え要員の手配、他府

県との同業者協定を結ぶ、避難方法や備蓄品

の確保、また近隣の人との協力体制作りも必

要になります。 

災害時における対策一覧や備蓄品一覧表、

また利用者の診断カードや職員対応リスト

などのチェックシートで福祉サービスを要

援護者に合わせた防災計画と事業継続計画

（BCP）の一体的な策定が必要になります。 

①緊急事態の被害及び事業への影響分析、

②復旧・事業継続対応、③今後の改善計画 

関連するマニュアル（防災/備蓄品管理/

事業継続/福祉避難所設置・運営/情報システ

ム管理）等章立てでまとめておくといよいで

す。 
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第２部：グループワーク 

１２グループの小グループに分かれ、グループワークを行った。 

グループ内の自己紹介の後、提示された災害想定に基づき、利用者や事業所に予想さ

れる困難と、それに対する対策を模造紙に書き出し、話し合った。 
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グループワークの模造紙より 
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（まとめ） 

司会：名古屋市内では、障害者のヘルパー派遣数が１か月で 27 万時間、１日では 9,000

時間の派遣によって障害者の生活が成立している。災害が起こるとこれが維持

できなくなる。このリスクをどう減らすことができるのかが課題。本日の BCP

の勉強と討論で深められたと思います。 

八幡：近年は障害者も高齢者も福祉の専門家としかつき合ってない状況があり、地域

で支え合う力が弱まっている。福祉サービスに頼りきりなので、防災を通じて
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